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笫
十
四
餘(

1H
H四
>
,
新
刊
紺
介 

に
進
み
、
更
に
犟
純
：な
る
.紹
介
忆
止
免
ら
中
、
批
評
に 

入
ら
う
と
す
る
目
的
を
以
て
、
^
作
さ
れ
た
や
う
に
見 

:

受
け
ら
れ
る
。
第
一
卷
ば
な
序
論
の
外
に
、
ギ
ル 

ホ
社
會
：主
義
の
創
生
ビ
同
主
義
の
：®
設

^

就

て

の

ニ

章
 

か
ら
成
り
、
創
生
編
に
於
で
は
、：.
.ォ>
-ゥ
：
エ

ン

、
'
キ

ー 

y
ス
に
ま
で
遡
り
、

v
集
產
主
義
や
、
：®f
t l
:
#
主
義
ど
ギ 

.ル，ド
社
會
主
義
ビ
の
關
係
を
說
明
し
、
建
設
編
に
於
て 

は
ギ
ル
ド
が
如
何
に
し
て
«
成
さ
れ
る
か
.ギ
ル
、ド
社
會 

主
義
の
實
際
連
動
は
如
侧
な
る
狀
f
fiに
居
る
か
ビ
云
ふ

g

-

f

c

K

w

L

T
' g

-

s

。
;1

- '
:

' '
- ;

^

.
:
:
室

伏

氏
0
新
著
は
激
册
を
以
て
完
結
す
る
％
の
で
ぁ 

る
か
、
之
を
.知
ら
な
い
。：第

r

卷
だ
け
で
は
、
未
完
成 

品
た
る
を
免
か
れ
な
い
が
、
從
來
我
國
.に
飜
譯
紹
介
3 

れ
た
ギ
ル
ド
社
俞
主
義
の
硏
究
で
、
比
較
的
纏
ま
'つ
て 

居
る
：の
は
、n
.
.
l
ル
の「

產
業
k
於
.け
る
自
治」

位
の 

も
の
で
あ
ら
う
o
其
れ
で
も
如
何
に
し
て
此
主
li
が
起 

つ
た
公
の
で
あ
る
か
？
他

，の
®
會
主
義
と
如
何
な
る
‘、

_

第

九

瞵1

五
〇

係
が
あ
る
か
S
云
ぶ
や
う
な
'鹰
史
的
.研
究
に
缺
け
て
居

る
。
さ
う
す
れ
ば
邦
文
で
此
新
思
想
を
徹
底
的
に
研
究

し
や
う
と
す
る
人
々
に
取
つ
て
は
、
室
伏
氏
の
新
著
は
'

缺
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
ビ
云
は
ざ
る
を
#
な
い
。

f-
r
文

は
雒
石
に
專
門
家
の
手
に
成
れ
る
>」

ど
、
て
、
頗
る
流

暢
で
あ
つ
て‘些
の
■
滯を

！
！

め
：ず

，
引
證
亦
極
め
て
陴

く
、
進
ん
で
ギ
ダ
ド
社
會
生
義
を
研
究
し
や
う
ビ
志
す

.

人
に
大
な
る
援
助
を
典
へ
る
0
室
伏
氏
が
新
瓜
想
の
紹

介
に
努
力
せ 

> っれ
，る
熱
心
は
吾
人
の
多
ビ
す
る
所
で
あ 

る
0

.

(

堀

江

歸 n
:
:

一
 

坂
ロ
品
博
士
蕃
槪
觀
世
界
史
潮

鄉
版
七
七
六
H
定
似
金
ゼ
Rl
i
五
十
^.

-

束

货
-

+波
，
带

;,
'

i

發
；
行

ヽ
彳
坂
ロ
博
士
取
本
書
を
世

^
問

ぺ
S-
動

機

は.
其

®
序 

文
に
，一
一
一
日
へ
る
が
如
く
、
世
界
の
改
造
期
に
際
會
す
る
现 

下
の
*
書
界
に
取
b
て
特
に
缺
乏
せ
る
或
る
も
の
を
蘭

:

liaiu

す
可
き
必
要
の
切
實
に
感
せ
.ら
れ
た
る
に
在
り
。
即
ち 

正
脳
な
る
知
識
に
基
き
れ
る
诋
界
史

-'

0
敎
狻
是
な
り
。ン.  

»
士
は
世
態
舉
變
の
眞
相
^
し
て
誤
解
せ
ら
れ
ヽ
談
論
：
 

屢
々
架
空
に
馳
せV

事
實
の
诳
鵠
を
失
し
易
く
、
文
壇 

11
:交
共
に
尙
ほ
朱
だ
大
な
.る
時
代
に
照
應
す
る
光
彩
を 

發
取
す
る
^
免
ら
ざ
る
は
、
實

に
如
上
，の
缺
陷
與
；
つ
て 

:

概
る
大
な
る
ものぁ做せ

b

o

.

,

而
し
て
博
士
は
遠 

へ
ぐ
希
隞
の
國
民
的
文
明
ょ
4
、
近
く
世
界
戰
役
及
び
世
. 

界
；̂
造
に
茧
る
世
界
史
を
特
に
文
化
的
溯
流
の
'裡
に
旦 

つ
'1
!1
り
£1
'
つ
眺
め
ん

.̂
せ
'る
«
h,
 

o 

'

作
に
我
ヵ
失
靜
^

級
が
刻
下
の
.渴
を
醫
す
可
き
好
著
^
し

て「

多

年

，
模

範 

的
文
化
典
籍
の
上
，梓
は
從
事」

せ
る
岩
波
番
店
は
玆

 ̂

又
れ
其
の
出
版
界
に
對
す
るSS

の 
一
？:
®
へ
た

b

 

W く
の
如
く
長
大
な
：る
時
.代
を
貫
き
廣
大
な
る
地
域 

に
ー
旦
れ
る
槪«の
全
般
を
通
じ
て
、.之
を
檢
察
せ
ん
之 

_と
は
菩
人
の
到
底
，企
及
し
得

る
r
に
、̂
ら
.t'
、
'■唯
^
吾 

人
は
俾
士
が
該
博
深
遠
な
；る
研
究
に
信
賴
し
て
自
家
の
：. 

;̂
:
第

十

四

卷(

1
H
H五)

新
刊
紹
介
；

知
見
を
啓
か
ん
名
す
る
者
な
る
•か
、
今
些
か
此
の
大
著 

の
一
.'
 
部
に
對
す
る
一
一
三
の
：私
觅
を
被

»
し
、
前
ん
で
れ 

士
の
敎
示
を
^;
は
ん
と
す
。乃
ち
®
人
は
第
十
七s

「

十
; 

七
\
世
紀
に
於
け
る
思
潮」

に
就
き
て
觀
る
に
、
先
、つ
甚 

だ

些

末

な

る

乙<£
:
な
が
ら
博
士
は

ホ
-ン
ブ.ス
の
著#
は
因
つ
て
ニ
名

「

レ
グ
ィ
ア
ザ
ン

」(
一
六
五
一
年 

版
行〕

と
名
づ
け
ら
れ
て

«

る(

三
六
六
苡)

。

.

V
J

記
さ
れ
た
る
が

L
e
v
〗a
t
h
a
n

は

本

題

に
し

て

「

一
名 

之

れ

を

、

T
h
e
s
a
t
t
e
r
,

 

F
o
r
m
e
,

 

a
n
d

 

P
o
w
e
r
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.
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0
0 
日
日on-wealth 

Eccieslasticall:. a
n
d

 

Q
v
i
L

 

y
-
>
^

っ
.

け
ら
れ
た
る
な
り
。
其
の
發
音
も「

リ
グ
ア

ィ

ア
ザ
ン
し 

:な
る
可
し
。
：觅
ら
批
博
士
ば
^
0
1̂
5
k
關
し

上
述
の
彼
の
著
密
は
即
ち
こ
の
民
主
的
苹
命
に
對
す
る

」

-®
の
抗
議 

な
り(

同
頁)

。
 

,

ビ
論
斷
せ
り
。H

obbes

が
君
主
制
に
對
し
て
多
大
な 

，

る

同
情
を
有
し
、
議
會
の
主
權
を
裔
認
し
れ
る
は
™
か 

.な
る
事
實
な
る
も
、
彼
れ
が
中
樞
の
學
說
は
®
R
法
# 

の
-制
，限
を
受
{
る
^

な̂
.&不
可
^
不

可

分

，
な

る

至

；
高 

:
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九

號
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\
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第

十

执

修
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(

！，，雪

0
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新

甜

紹

來
 

,

ぃ

め

權

方

が

或

る

集

合

體

若

一

し

4

眯

餅

入

に

存

す

町

&

乙
 

と

を

必

耍

( £
す

る

^ <
の

に

し

で

、

君

主

.政

治

、

寡

®

政

 

、

治

廣

び

民

主

政

治

に

對

し

て

酴

し

く

^

^

せ

ら

る

可

き

 

こ

.^ -

.

.を

^

め

‘ざ

る

.可

ら

^

0

 

.

.

.

.

:

.

傅

士

は

.

P
!

方

シ

.一

グ

ィ

リ

ズ

ム

を

！

|

し

て

「

重

前

(

商

 

:

.國

)

'主

義

」

を

爲

し

ヽ

其

の

*

本

1-
1
?
心

想

は

贷
幣
即
ち
窩
匁
リ
、
1國
の
密
11
金
鈒
：の
所
有
に
菡
く
、
隨
弋
こ
の
：

.

.

.

.富

^

獲

得

す

る

力

法

は

唯

だ

商

槳

の

み

に

在

ろ

と

謂

ふ

禅

じ

存

す

:

る

。

(

三

六

九

啟

。

/

X
解
せ
ら
れ
た
り
。是
れ
其

(;
)
_字
の
不
當
ビ
.共
に
、併
一 

せ
て
其
の
根
本
思
韻
を
11
懈
せ
る
も
の
^
非

ざ

る

，
を
示
卜
ー 

す
が
知
1
-
0尙ほ
コ
ル

^
丨
ル「

を
以
で
經
濟

-£
極
端
な
：
| 

.

.

る
：

^

$

^

政

^

^

^

#

^

る

も
の
ど
勸

^

■乙
：.̂7

 

も
^
/2
人P

,

日

一
 

の
硏
究
を
以
て
す
る
時
は

.

不
常
な
6
ど
晋
は
ざ
る
可
ら 

中(

ご！七
：！ 

s

o

 

-三
七
岡
頁
に
^ 5
げ
た
る
ジ
ョ
ゾ

•

ロ.
I

 

の
意
見
亦
た
其
の
正
解
を
得
ざ
る
に
似
せ
り
。
乂
|2
ジ
ョ
 

ン
ノ
ロ
ッ
ク
の
ー
著

「

民
政
論」

に

就

き
.：
'

:
,

:

'

第
九
鱗
'.
l

3i
ニ：

-

.

婢
れ
は
先
づ
自
添
の
狀
磁
か
假
逬
し
れ
。
而
し
て
こ
の
狀
態
は
-自
然 

法
| :

戈
醐
3
れ
る
1
の
で
あ
つ
て
、
し
か
も
或
る
亂
縣
も
0
、
又
は 

徵
入
潘
が
わ
つ
て
、

A

J
n -

'

か
爲
め
1:
0
然
の
称
序
を
破
壊
さ
れ
る
こ 

と
が̂

*
q

 

o

闲y:

彼
|1
す

K
 

<
の‘
個
人
於
0
已
の
屯
命
、自

_

、财
-座 

.

4»

保
謎
す
る
? :

め
，
に
.
中

合

せ

X

政.
.麻
を
作
り
、
或
ぁ
一
人
に
を
砠
の 

犓
陨
を
委
任
し
；^

の
で
め
る
考
へ
て
焐
る
。こ 

>

ま
で
は
か
の「

レ 

.

ゲ
ィ
ア
ザ

>

」

の
箸
者
ホ
少
ブ
ス
と
同
說
で
わ
る
0
1
1八〇
8
0'

S
說

か

る

、e
■も
.、
而

も

此

の

點k
於
て
口
ッ
ク
は 

決
し
て
ホ
.ッブズビ同說

k
非
す
。
ロ
ッ
ク
の
所
謂「

自
然 

の
狀
態」

は
常
に
■ホ
ッ
ブ
ズ
の
想
：像
す
る
が
如
く「

淨
闘 

0,
}[
/
-f£」

fc
^
T'
し
て
^
兩

.
狐̂
&
ど
の
交
配
す
る
狀 

態
な
ぅ
o
S-
然
吵
法
則
は
總
べ
て
の
遡
性
ぁ
る
動
物
に 

對
し
て
明
白
な
り
ど
蹤
も
、
人
は
自
己
の
案
件
.に
對
し 

て
之
れ
を
適
用
す
る
場
合
R
は
偏
頗
た
る
の
處
ぁ
り
。

是
^
於
て
乎
、
國
家
は
彼
れ
^
の
爲
め
k
jE
非
の
標
準 

た
る
可
き
法
栽
を
設
け
、
法
廷
及
び
其
の
宣
吿
を
執
行 

す
る
の
權
カ
を
備
ふ
る
な
6
0加
之
な
ら
ず
、
ロ
ッ
ク
の

.壤
說
の
後
半
fc對
す
る
博
士
の
解
释
も
亦
左
不
iE
Ji
な 

る
が
如
し
。

m ,

m i

次s

で
®
士
.は
' ヒ
f
ム
' に
義
及
し
、
典
め
代
表
、的

著

. 

作
を
揭
げ
て

「

人
間
©
性」

及
び「

英
國
史」

舍

爲

せ
.

り
" 

(

三
八1

窗
.

)

。歷
史
，
辟
る
ヒ
ユ
ー
ム
の
代
既
作
ビ
しv

 

「

英
國
也」

を
舉
ぐ
る
せ
共
.に
、哲
學
者
ど
し
て
：の
ヒ
ユ
ー 

<

が
代
表
的
大
著
を
揭
ぐ
可
し
ど
：せ
ば
、
恐
ら
く
は「

人 

開
本
^
論

し

を

以

て

す

可

备

も
.0
な
ら
ん
。「

人
間
®-
性 

論」

は
«
に

述

べ

た

る

：ロ
ッ
ク
：が

最

大

な

る

蓊

作

な

0
0 

尤
も
ヒ
ユ
ー
ム.

の
論
文
集
中
に
收
め
ら
れ
た
る
言EH- 

quiry 

conc

rDrnin

/qHuman 

.und

n»rstandm

yq
.(

舊
名 

p

triiosopllical 

Essays 

-
c
o
n
c

rD
r
n
i
n
cr
Qwuma-n 

Imder- 

standing.)

な
る
短
篇
ぁ
夺
^
£ば
凛
實
な
れ
ど
も
、
 

吾
入
は
彼
れ
が
«
學
上
の
最
大
.產
物

ビ(:
,
て

は

依

然

其
 

の
少
壯
時
代
に
成
り
し「

人
間
本
性
論」

を
擧
げ
ざ
，る
を 

，得
ざ
る
*
&:°
if
士

は•

-

旣
I :
-

ク
ロ

.

ゾ
々H、

N

の.

時
、
ィ
ギ
リ
ス
の
箔
一
间
航
漸
#
が
狻
ぜ
ら

れ
云
1

(

三
九
0

興
“

.

：

：

S
說
か
れ
た
を
も>,

英
阈
最
初
の
航
■
律
制
定
は
一
千 

:

:

」

铬

十

四

怨0
.1

.1
1
3

七)

浙
刊
糾
介

.

三
瓦
八
十
一
年

s
c

b
a

r
d

 

二
世
の
治
世
に
在
り
。
而
し 

_て
普
通
同
律
の
名
に
ょ
り
て
呼
ば
る
ゝ
も
の
は
一
千
六 

S

六

十

年

C
h

a
r

l
e

s

 

二
世
の
法
律
な
り
。

:
博
士
又
た
日
く

:

興
國
の
學
潘
ウ
ィj

ア
ム
*

へ
チ
ー
は
銳
じ
て
日
く

「

常
の
父
は
勞
働.

’

な
リ
、
富
の
母
は
土
壌
な
リ

」

》
0

こ
れ
新
拟
想
の
先1
|

で
ぁ
つ
れ
。
： 

(

三
九
ニ 
S

。
，

ビ
° ,

此
の

_

文
は
些
か
原
文
ビ
遨
ざ
か
れ
る
も
、
意
義 

に
於
て
は
大
差
な
し
。
而
も
博
士
は
此
の
文
章
が
ペ
チ 

ィ
R

ょ
り
‘

て
其
の
著
の
如
何
な
る
箇
所
に
於
て
、
如
柯 

な
る
體
樣
に
於
て
表
明
せ
ら
れ
れ
る
か
を
知
る
の
娈
ぁ 

り
0
斯
く
の
如

S

は
當
時
ぺ
‘

チ
ィ
に
獨
自
な
る
思
想
に 

非
す
、
又
た
時
流
を
拔
け
る
卓
見
に
も
非
ず
、
彼
れ
は 

唯
だ
當
時
一
般
に
行
は
れ
た
る
一
種
の
格
言
を
引
用
符 

ビ
.

も
.

見
る
可
き
括
弧
中
に
弓

.

用
し
て
、

-}
f

i

E

J

l

s法
を

.

論
じ
■ 

た
る
な
り
。「

レ
.

ッ
セ
。
ス
エ
ー
ル」

p

.標
語
を
下
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